
リサイクルのご提案

解体して素材ごとにリサイクル

精錬にて金属の回収

溶融して、残渣を路盤材として活用

リユースのご提案

廃棄物ではなく、中古品として有効活用

適正な検査にて、再利用の判定

廃棄費用の低減

内田工業株式会社 ＳＤＧｓ事業部 担当:中西、塩津

〒712-8052 岡山県倉敷市松江3-2-46      

TEL 086-456-5888 FAX 086-456-4552 Email:uchida-ind@uchida-ind.co.jp

ＰＶ処理は、産廃処理で３９年の実績

内田工業へお任せください

埋立処理は 限界があります

倉敷で２０２３年７月稼働予定

ソーラーパネルの大量廃棄問題に真剣に取り組み、

持続可能な社会の実現、サーキュラー・エコノミー

への移行を目指ます



処理までの流れ

　　　・弊社ではお客様の様々なニーズに合わせ、収集運搬から処理まで　　
　　　　　　　  　　    トータルでご提案させていただきます。

お問合せ

中間処理

•弊社にてＰＶパネルをパーツごとに分離します。
（２０２３年７月稼働予定）

商社

•大量廃棄や災害廃棄物の場合は、提携の処理会社
への窓口業務をさせていただきます。

•使用可能なＰＶパネルは弊社が買取し、
再利用業者へ販売させていただきます。

打合せ

お見積り

ご提案

収集運搬

リサイクル リユース

内田工業㈱本社工場


